
■嘉瀬川流域は※耕地
利用率が全国１位で、
二毛作が盛ん

■もち米、二条大麦の
収穫量においては
共に全国１位

土地利用状況

■流域の約５割が山地

■平地の多くは水田等の農地

降雨特性

流域面積 ：368km2

幹川流路延長 ：57km
浸水想定区域面積：約137km2

浸水想定区域人口：約18万人
流域内人口 ：約13万人
主な市町村 ：佐賀市，小城市 等

流域諸元

宅地等16%

水田等 38%

山地等 46%

全国の二条大麦
収穫量 約13万ｔ

嘉瀬川流域の
収穫量 約4万ｔ

嘉瀬川流域の
収穫量 約4万ｔ

※ 耕地利用率：(作付け延べ面積／耕地面積）

産 業 生産時期
11月～6月

生産時期
6月～11月

全国のもち米
収穫量 約22万ｔ

地形・地質

■脊振山地周辺は大部分が風化花崗岩類で
急峻な地形をしていることから土砂供給
が多い

■有明海特有の干満差により、ガタ土の堆
積が著しい

■上流部は山間部であり河床は急勾配、
中下流部は丘陵地や低平地であり河床は
緩勾配

■嘉瀬川流域の年間平均降水量は約2,200mmで全国平均の約1.3倍
■山間部は平野部の約1.6倍の降水量

宅地等

水田等

山地等

凡 例

有明粘土

堆積土砂

花崗岩

凡 例

・もち米

他 約9万ｔ
他 約18万ｔ

・二条大麦

※白く写っている箇所は裸地部

古 湯

貝野川
嘉瀬川

天河川

【上流部】

【下流部】ガタ土堆積の様子

月別平均降水量

降水量(mm)

（1995～2004年までの10年間の平均降水量）
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1995～2004年までの10年間の年平均降水量より
等雨量線を作成

※

図－嘉瀬川流域等雨量曲線図
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流域の概要 嘉瀬川水系 資料２－３特徴と課題
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治水対策上の特徴 嘉瀬川水系

広範囲に氾濫・潮汐の影響

朔望平均満潮位以下の地盤高
であり、内水排除不良が起こ
る恐れがある範囲
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嘉瀬川周辺では低平地が広がり、上流からの土砂流出により河床が
上昇したため、天井河川を形成

天井河川

有明海の干満差

6世紀頃

（Ａ－Ａ’断面）

佐賀市街部

Ａ

Ａ’

有明海

干拓による低平地の拡大 主要産業である農業の基盤整備のため干拓が
拡大しており、広大な低平地が広がる
（6世紀頃から開始）

嘉
瀬
川

2000年前頃の
海岸線

西暦800年頃の
海岸線

西暦1600年頃の
海岸線

現在の海岸線

佐賀市

干
拓
事
業

沖積世の始まり頃の
海岸線

有明海

流域の特徴

治水対策上の特徴

浸水深および浸水範囲は嘉瀬川浸水想定図より

官人橋

■中・下流部では、天井河川と広大な低平地が広がっていることから、一度堤防が決壊
すると広範囲に浸水

■有明海特有の干満差による潮位の影響により、氾濫水の長期湛水と内水排除不良
■ガタ土を掘削してもすぐに堆積するため掘削による河積拡大が困難

有明海における潮の干満差(6m)は我が国最大

嘉
瀬
川

有明海

嘉瀬川は有明海に流入嘉瀬川は有明海に流入
満潮

干潮
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主な洪水と治水対策 嘉瀬川水系

主な洪水被害

※昭和24年8月洪水、昭和28年6月洪水の流量は氾濫しなかった場合の流量

※被害状況の出典：「佐賀県災異誌」

昭和16年6月洪水（低気圧）
官人橋地点流量 ： 約2,700㎥/s
浸水家屋 5,974戸

昭和24年8月洪水（ジュデス台風）
官人橋地点流量 ： 約3,400㎥/s  【既往最大】
家屋全・半壊流失 654戸，浸水家屋 25,552戸
堤防破堤（右岸：13k000，右岸16k000）

昭和25年 嘉瀬川中小河川改修事業（佐賀県）

基準地点：官人橋
基本高水流量：2,200㎥/s（合理式）
※ W=1/40（現在のモデルによる雨量確率評価）

昭和28年6月洪水（梅雨前線）

官人橋地点流量 ： 約2,600㎥/s
家屋全・半壊流失 175戸、浸水家屋 31,032戸

堤防破堤（左岸：13k000）

昭和38年6月洪水（梅雨前線）

官人橋地点 ： 約2,200㎥/s
家屋全・半壊流失 115戸、浸水家屋 1,274戸

昭和46年 一級河川の指定

昭和48年 嘉瀬川工事実施基本計画
基本高水ピーク流量 ： 3,400㎥/s
計画高水流量： 2,500㎥/s

平成2年7月洪水（梅雨前線）

官人橋地点 ： 約1,100㎥/s
床上浸水 1,783戸，床下浸水 12,327戸

平成3年 嘉瀬川大堰完成

■堰高：4.9m ■ゲート４門

■目的：洪水位の低下、塩水遡上の防止、水道

及び工業用水の補給

平成6年 嘉瀬川工事実施基本計画 【部分改定】

主な洪水と治水対策■急勾配の山間部を一気に流れ出た洪水は、
左岸鍋島地区で破堤し、低平地である佐賀
平野が広範囲に渡り浸水

■有明海の干満の影響により佐賀市で約1ヶ月
に渡り水がひかず、流域沿川に多大な被害
が発生

内水被害の頻発

低平地である佐賀市では近年においても
S55､S57､H2､H11と内水被害が頻発

有
明
海

嘉瀬川大堰

佐賀市佐賀市

近年は上流の歴史的な治水機能を残しつつ、下流では洪水を早く流下させ
るための工事を実施

嘉瀬村の救出作業状況嘉瀬村の救出作業状況

これまでの治水対策 藩政時代 近 年

※ 平成１８年３月時点
嘉瀬川

堤防延長
（km）

整備率
（％）

完成堤防 13.4 40%

暫定堤防 20.1 60%

計 33.5 100%

祗
園

川

官人橋

：遊水地・防備林箇所

平成２年７月洪水平成２年７月洪水

昭和昭和5555年年88月洪水月洪水

流 量 約2,600m3 /s

家屋全・半壊及び流出戸数 175戸

浸 水 家 屋 戸 数 31,032戸

浸 水 面 積 5,383ha

佐賀市の浸水状況佐賀市の浸水状況
昭和昭和2828年年66月洪水月洪水

昭和昭和2828年年66月洪水月洪水

嘉

瀬

川

■先人達は、山間部を一気に流下してきた洪水を緩やかに流すために、広く
高水敷を確保

■また、遊水地前面の竹林（水害防備林）により、水勢を弱めるとともに土砂
を捕捉している。

官人橋

佐賀市街部

：河川堤防

有明海 床 上 浸 水 1,783戸

床 下 浸 水 12,327戸

低水路幅の

約５倍以上

H2.7出水被害状況

床 上 浸 水 1,775戸

床 下 浸 水 10,854戸

S55.8出水被害状況

完成堤防

暫定堤防

凡 例

決壊箇所の復旧工事決壊箇所の復旧工事
昭和昭和2828年年66月洪水月洪水

S28.6出水被害状況

注１）流量は官人橋地点

鍋島地区鍋島地区

注２）浸水範囲については明確に
特定できる範囲のみ記載

歴史的治水機能
が残る箇所

×

：堤防法線

：水害防備林

広い高水敷と水害防備林

洪水の流下能力確保のために徳万堰を改築し
堰の可動化により洪水位を低下（平成3年完成）

嘉瀬川大堰

洪水を流れやすくするための捷水路
工事を実施 （昭和37年完成）

とくまん
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既定計画の基本高水のピーク流量の検証

昭和48年工事実施基本計画の概要 年最大流量等の経年変化

流量確率による検証

既定計画策定後に計画を変更するような大きな出水は
発生していない

既定計画策定後の水理・水文データを踏まえ、基本高水のピーク流量について検証

嘉瀬川水系

基本高水のピーク流量決定にあたり、用いたハイドログラフ
（官人橋基準地点、昭和28年6月型）

〈嘉瀬川 官人橋基準地点 年最大流量データ〉

〈嘉瀬川 官人橋基準地点 年最大2日雨量データ〉
現計画降雨量 615mm/2日

現計画 基本高水のピーク流量 3,400m3/s

工事実施基本計画策定 S48

工事実施基本計画策定 S48

※流量は、ダムに貯留しなかった場合・氾濫しなかった場合の流量

3,400m3/s

蓄積された流量データ（S16～H16年の64ヵ年）を
確率統計処理し検証。官人橋基準地点における1/100
確率規模の流量は、3,200m3/s ～ 3,700m3/sと推定

検証の結果を踏まえて、基本方針においても基準地点官人橋地点に
おける基本高水ピーク流量を3,400m3/sとする

既往洪水による検証

■昭和24年8月洪水については、浸水地区及びその
地区毎の浸水深の記録、聞き取り調査結果がある

■複数のピーク流量のハイドログラフを用いて、
氾濫再現計算を行った結果、実際の氾濫面積、
氾濫ﾎﾞﾘｭｰﾑ(浸水深)と概ね一致する官人橋地点の
ピーク流量は3,400m3/sと推定

昭和24年8月 出水再現計算

約1.5m

桂 秀 院

（H18.6.21聞き取り）

最大浸水深

0.45未満
0.45～0.95
0.95～1.45
1.45～2.45
2.45～3.45
3.45以上

約1.5m

観 音 寺

（H18.6.21聞き取り）

約1.5m

2,500m3/s計画高水流量

3,400m3/s基本高水のピーク流量

615mm/2日計画降雨量

1/100計画規模

225.5km2流域面積

官人橋基準地点
嘉
瀬
橋

2,500 2,500

官
人
橋

有

明

海

2,800 2,500

40
0

祗
園
川

単位：m3/s

基本高水の
ピーク流量
3,400m3/s

宝 昌 寺

（H18.6.21聞き取り）

約1.5m
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【 基準地点官人橋（16K600） 】

治水上の課題と対策① 嘉瀬川水系

対 策

祗園川の合流量を踏まえ、中流部
における遊水機能を活かして洪水
調節を実施

遊水機能の確保

：河川堤防

■官人橋から嘉瀬川大堰までの中流部において、堤防防護に必要な高水敷幅を確保した
上で、河道掘削と樹木伐採により河積を確保

■河道で処理できない流量については、上流の嘉瀬川ダムにより洪水調節を実施
■祇園川の合流量を踏まえ、中流部における遊水機能を活かして洪水調節を実施
■干潮区間である嘉瀬川大堰から河口までの下流部は、嘉瀬川ダムと遊水機能を活かした

洪水調節を実施した後の流量（２，５００m3/s）の河積を確保するため、現状の流下能力
（１，８００m3/s）に対して引堤等を検討

2,5002,500

河川整備基本方針においては、計画規模の降雨
（615mm/2日）が昭和28年6月出水のパターンで

降った場合の流量波形により決定

河川整備基本方針における計画流量配分図

嘉瀬川ダム
■

祗園川

●
400

↓
官人橋嘉瀬橋

■：基準地点

●：主要地点

有
明
海

基本高水の
ピーク流量
3,400m3/s

嘉瀬川ダムによる洪水調節 ダム地点で990m3/s、基準地点官人橋で900m3/sの洪水
調節効果

3,400m3/s

2,500m3/s

900m3/s
の調節効果

昭和28年６月洪水波形

1,760m3/s

770m3/s

990m3/s
の調節効果

【 嘉瀬川ダム地点（30K000） 】

昭和28年６月洪水波形

←
流
量

(m3/s)

←
流
量

(m3/s)

嘉瀬川ダム流入量

嘉瀬川ダム放流量

洪水調節前

洪水調節後

昭和５５年８月洪水

現況流下能力

課 題

ガタ土堆積による流下阻害

16.0015.0014.0013.0012.0011.0010.009.008.007.006.005.004.003.002.000.00 16.601.00
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ガタ土を掘削してもすぐに堆積するため、掘削による河積
拡大が困難

計画高水位以下の流下能力は基本高水流量に対して約38％と低い

河積不足

下流域 中流域

基準地点官人橋

中 流 部

左岸 右岸

計画的な樹木伐採により
適切に管理

中流部での河積確保 堤防を防護するために必要な高水敷幅を確保した上で、河道掘削と樹木伐採を
実施し、2,500㎥/sの河積を確保

▽H.W.L
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掘削直後

掘削前

掘削後3年6ヶ月経過
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掘削後1年11ヶ月経過

掘削後3年6ヶ月経過

掘削前

掘削直後

河道掘削
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嘉瀬川大堰

掘削直後（H12掘削事例）

3k400付近

嘉瀬川ダムと遊水機能を活かした洪水調節を実施した後の流量（2,500㎥/s）の河積を確保す
るため、現状の流下能力1,800㎥/sに対して引堤等を検討

下流部での河積確保



治水上の課題と対策② 嘉瀬川水系

堤防強化

堤防強化のため堤防断面の拡幅と質的強化を実施

課 題

祗
園

川

※ 平成１８年３月時点

官人橋

嘉瀬川

有
明
海

堤防の断面が不足する箇所が約60％残っている

完成堤防

暫定堤防

凡 例

堤防延長
(km)

整備率
(%)

完成堤防 13.4 40%
暫定堤防 20.1 60%

計 33.5 100%

非常に緩い砂質シルト層

※H12年度 池上地区堤防開削調査より

堤防内部に砂質シルト
層が多く点在し、浸透
による堤防の破壊が
懸念される

堤防強化のため堤防断面の拡幅と質的強化を実施することに
より、治水の安全性の向上を図る

対 策

現況堤防

断面拡幅後
の堤防

天端被覆工

ドレーン工

H.W.L▽

■堤防補強イメージ図

■ドレーン設置状況

内水対策 ■排水ポンプの設置により内水被害の軽減
■佐賀東部の低平地の内水を嘉瀬川と城原川へ排水

■国（国交省、農水省）、県、市、 町の
排水ポンプ（1/10～1/30 合計176㎥/s
を設置済）により内水被害の軽減を
実施中

■佐賀東部の低平地については、西佐賀
導水路で集めた水を巨勢川調整池で洪
水調節を行い、嘉瀬川と城原川へ排水

■西佐賀導水路は平成20年完成予定で、
現在巨勢川調整池及び管理設備を
整備中

■現在、暫定の巨勢川調整池と嘉瀬川
（P=30㎥/s）、城原川（P=12㎥/s）ポンプ
設備により仮運用中
（調整池容量：将来2,200千㎥、現在
2,025千㎥）

低平地対策 有明海特有の干満差による潮位の影響により氾濫水が長期湛水。大規模浸水時において、
被害を最小限に抑えることを目的として広域支援ネットワークや広域防災情報ネットワーク
の構築を検討

6

広域支援ネットワークの構築の検討 広域防災情報ネットワークの構築の検討

（構想図）

■復旧用資材の確保等のため防災ステーションを整備
■災害情報提供や避難所確保のためSA･PA等を活用
■復旧資材運搬や避難路を確保するため、浸水時においても水没しない敷高の高い

河川堤防や高速道路等をネットワーク化

（構想図）

河川監視カメラ

数値データ

内外水位・雨量等

河川情報

道路交通情報

家屋浸水等被害状況

避難勧告等

気象情報 等

河川情報

道路交通情報

家屋浸水等被害状況

避難勧告等

気象情報 等

関係自治体

ＣＡＴＶ

警察署

消防本部

ＪＲ

バス会社

電力会社

ＮＴＴ

水害予測（情報）

○○時○○分頃

○○地区付近で

浸水被害の恐れ有り！

水害予測（情報）

○○時○○分頃

○○地区付近で

水害予測（情報）

○○時○○分頃

○○地区付近で

浸水被害の恐れ有り!
河川情報

道路交通情報

家屋浸水等被災状況

避難勧告

気象情報 等

避難しよう！

武雄河川事務所

国土交通省の保有している雨量や水位情報に
加え、警察の交通情報等の関係機関の情報を
共有し住民に周知

IC IC

浸水エリア

PA

SA

地域高規格道路

破堤

×破堤

○
○
川

○
○
川

災害復旧用資機材の投入

避難路
緊急輸送道路

河川堤防と接続

河川堤防と接続

＜防災ステーション＞
災害対策用資機材の備蓄
（一次避難所としても利用） 避難

一次避難所としての整備
災害情報提供

孤立家屋

避難路

浸水エリア

搬入ルート

河川堤防と接続

×

有明海

嘉
瀬
川

嘉
瀬
川

城
原
川

城
原
川

西佐賀導水路

八
田
江

八
田
江

多
布
施
川

多
布
施
川

洪水被害軽減区域
（佐賀導水）

流
域
界

流
域
界

本
庄
江

本
庄
江

巨勢川調整池
こ せ

30㎥/s

12㎥/s

凡 例

：嘉瀬川流域界

：河川

：ポンプ設置箇所

：西佐賀導水路排水ポンプ

：巨勢川調整池

：佐賀導水路

：洪水被害軽減区域

（佐賀導水）

凡 例

：嘉瀬川流域界

：河川

：ポンプ設置箇所

：西佐賀導水路排水ポンプ

：巨勢川調整池

：佐賀導水路

：洪水被害軽減区域

（佐賀導水）
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24

地
盤
沈
下
量

※地下水揚水量につ
いては、S50年より観

測開始

地
下
水
揚
水
量

S32

クリークため池

地下水（深井戸）

アオ取水アオ利用

クリーク地帯

ため池群

地下水利用

河川水や田畑からの還元水
などを貯留する用水路

有明海の大きな干満差を利
用し、満潮時に海水に押し上
げられた淡水（アオ）を取水
する方法

嘉
瀬
川
↓

六角川→

牛津川→

城
原

川
↓

←筑後川

河川水の利用 ①（水の安定的な供給に向けた取組） 嘉瀬川水系

全 国 佐賀地域

山地 76％

平地 24％

山地 42％平地 58％

山地と平地の割合

干拓により広がった穀倉地帯を有する
佐賀地域は、河川水を供給する場であ
る山地に対して、水を利用する場であ
る平地の割合が大きいといった地形的
な特徴を持ち、水利用による河川水の
負担が大きい。

佐賀平野では元来、水需要に対して河川水のみの供給では厳しい
状況であった。 このため、ため池利用、クリーク利用、アオ取水、地
下水利用などと組み合わせた利用が行われてきた。

これまでの対策地形特性 佐賀平野の水利用

筑後川かんがい区域

嘉瀬川かんがい区域

嘉
瀬
川

北山ダム

川上頭首工

地下水くみあげによる被害

＜水利用模式図（水道用水）＞

佐賀西部地区では地下水のくみ上げによる地盤沈下が発生

新たな水資源開発（嘉瀬川ダム、佐賀導水）を行い、水の安定的な供給を行う

佐賀西部地区は、水源に乏しく、河口から29kmまで

感潮域（海水遡上）である六角川しかなく、現在でも
安定的な水が確保されていない。

課題への対応

佐賀西部地区

地盤沈下状況

沈下量 約60cm

嘉瀬川ダムかんがい区域

嘉瀬川ダム

嘉
瀬
川

北山ダム

川上頭首工

有明海

＜水利用模式図（かんがい用水）＞

7

北山ダムによるかんがい用水の供給や、筑後川下流用水
（アオ取水の代替）等が整備され、佐賀東部地区の水が安
定的に供給されるようになった。

嘉瀬川ダム

佐賀導水

嘉
瀬
川

北山ダム

川上頭首工

嘉瀬川ダムによる
水道用水供給地域

筑後大堰佐賀導水による
水道用水供給地域

牛津川

牛津川



河川水の利用 ②（河川水の適正な利用に向けた取組） 嘉瀬川水系

■多布施川への分派量が増加し、嘉瀬川本川の流量が減少。

その理由は
① S38洪水で石井樋が流出し分派量の管理が難しくなった。

②市内水路用水と農業用水が、農業用水路の整備に伴い、かな

り分離されたため、市内水路用水確保のため多くの取水を行っ
ている。

③ 都市化の進展等に伴い、多布施川井樋の管理が行き届かな

くなるなど市内水路用水が増加した。

現在（石井樋復元前）の水利用

課題への対応

■既往渇水被害の状況（佐賀平野）

・農業用水不足による水稲被害
（S33,S35,S42,S53,S57,S59,H2,H6）

・都市部での給水制限
（S42,S53,S57,H6）

昭和20年代の水利用水利用の歴史

■嘉瀬川の水は、多布施川を通じて佐賀城下を含む

左岸地区を中心に使われてきた。

■成富兵庫茂安は、嘉瀬川の水を佐賀城下へ分派

するための施設「石井樋」を江戸時代初期（1615年

～1623年）に整備した。

なりどみひょうごしげやす

い し いび

象の鼻天狗の鼻

多布施川

嘉瀬川

象の鼻、天狗の鼻の間を逆流させ、流れを弱めて土砂
の沈降を図り、佐賀城下を含む左岸地区へ分派

■石井樋から取水された農業用水と市内水路用水が多布施 川

を兼用して流下。

■多布施川の分派量も少なく、嘉瀬川本川の流量が多い状況。

本川流量
大

農業用水

本 川 多布施川

農
業
用
水
路

石井樋

嘉瀬川大堰

嘉瀬川大堰

本 川 多布施川

農
業
用
水
路

農
業
用
水
路
の
整
備

川上頭首工

石井樋流出

市街地の拡大

本川流量
小
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■石井樋の復元（平成17年）により、適正に多布施川への分派量を管理

■連絡協議会（メンバー：沿川市町村、県、国）を開催し、新たな水管理方策等を検討するとともに関係機関での合

意形成を図っているところ

■協議会の一環として、多布施川における水使用実態の把握及び適正な分派量を検証することを目的として試験

通水を実施

■嘉瀬川ダム等により本川の不特定用水を補給

河川水

農業用水

市内水路用水

凡例

河川水

農業用水

市内水路用水

凡例市内水路
用水

市内水路
用水

河川水

農業用水
市内水路
用水

市内水路
用水

河川水



上流部

下流部

中流部

河口部の干潟・ヨシ原

尼寺林

アユの産卵場

流域図
山地渓流区間

横断工作物（魚道有）

横断工作物（魚道無）

石井樋

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0
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14

H
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H
16

［mg/l］

官人橋（Ａ類型）

久保田橋（Ｄ類型）

有明海

ヨシ群落
ヨシ群落

HWL

朔望平均満潮位

嘉瀬川水系河川環境、水質

3k000

河口部には有明海特有の潮汐の影響を受けた広大な
干潟が広がっている。また、大堰までの感潮区間は潮
汐によりガタ土が堆積し、水際にはヨシが繁茂、ムツゴ
ロウ、シオマネキ、シギ、チドリ類、オオヨシキリ等が生
息している。

河口部の干潟・ヨシ原 干潟に生息するムツゴロウ

下流部

■山間部では、山腹が川の
そばまで迫る渓流区間と
なっている。

■丘陵部は、岩や巨石が
点在する河床形態を形成
している。

■タカハヤやカジカガエル等
が生息している。

渓流環境の保全に
努める

山地区間に存在する堰等には魚道が設置されていな
いことから、魚類等が移動するための縦断的な連続性
が確保されていない。

落差
約6m

魚道が設置されておらず、
魚類等の遡上が困難

上流部

平水位

HWL

■嘉瀬川大堰等からなる湛水区間が大半を占める。

■順流区間の数少ない瀬・淵にはアユ、ウグイ、タナゴ類
が生息している。

アユ等の産卵場や生息場となっている瀬やタナゴ類、
スナヤツメ等が生息する淵の保全に努める

14k000～15k600付近には、歴史的遺構である尼寺林
（水害防備林）が広がり、キツネやタヌキを始めとする
多様な動物が生息。また、樹冠による陰湿な環境には、
シュンラン、ヤマウコギ、イヌドグサ、ヤマホオズキといっ
た貴重な植物が生育

多様な動植物の貴重な生息・生育場である河畔林等
については治水との整合を図りつつ、保全に努める

中流部

アユの産卵場
（石井樋下流付近）

順流区間においては河積確保の観点か
ら掘削を行うが、水域に影響を及ぼさな
いよう配慮し、瀬・淵の保全に努める

11k800

14k200

環境基準地点のBOD経年変化

河川水質

環境基準地点である官人橋（16k600）と久保田橋
（3k200）における水質をBOD75%値でみると環境基

準を経年的に満足している。

現状の水質を保全

上流部の渓流

魚道の無い堰等につい
ては、関係機関と調整
した上で魚道を設置す
るなど、魚類等の生息
場の連続性の確保に努
める

HWL

平水位

マダケ群落

河積確保の観点から伐採を要
するが、動植物の生息・生育場
に配慮し、極力保全に努める

クロツラヘラサギ等の重要な採餌場となっている干潟
やオオヨシキリ等が生息するヨシ原等の保全に努める

官人橋 環境基準値 Ａ類型（2.0mg/l）

久保田橋 環境基準値 Ｄ類型（8.0mg/l）

にいじりん

9

ヨシ原や干潟の保全
に努める



川上頭首工

佐賀市街地

空間利用 嘉瀬川水系

キャンプや釣りに利用されている水辺空間や
渓流の保全を図る

北山キャンプ場

11月初旬に100万人が訪れ
るｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙﾊﾞﾙｰﾝﾌｪｽﾀ

都市近郊の河川敷の多くは、公園や運動場、ゴルフ場とし
て整備され、一年を通して盛んに利用されている。

都市近郊における貴重なレクリエーション空間で
ある湖面や河川敷の保全を図る

水辺の楽校
嘉瀬川大堰

嘉瀬川大堰湛水域に整備した水辺の楽校では、夏の風
物詩である鑑真和上遣唐使船レースや川下り、小中学校
を対象としたカヌー教室に利用されている。

歴史、文化とふれあえる空間や環境学習の場の整備・

保全を図る

樹齢1000年を超える大楠、四季折々の渓谷美から九州の嵐山と称さ

れる川上峡は、景勝地として多くの観光客が訪れ、河川沿いの遊歩道
には散策を楽しむ人も多く、憩いの場としての空間を創出している。

豊かな自然を残す
渓流では、ヤマメ
が生息しており、
解禁日には多くの
釣り人で賑わいを
見せている。

学習の場として利用されてい
るさが水ものがたり館

嘉瀬川

多布施川

象の鼻象の鼻 大井手堰大井手堰

石井樋
い し い びさ

が
水
も
の
が
た
り
館

さ
が
水
も
の
が
た
り
館

中流部：歴史と文化、環境学習の場

下流部：都市近郊における憩いの場

上流部：人と河川の豊かなふれあいの場

輿止日女神社の大楠

鑑真和上遣唐使船レース
がんじんわじょうけんとうしせん

左右岸に広がるゴルフ場

北山ダム周辺では
キャンプ場や湖面周辺
にサイクリングロードが
整備されるなど、水辺
空間を活かした整備が
進められている。

川上峡よ ど ひ め

■石井樋は、佐賀藩家老の成富兵庫茂安が築いたとされる嘉瀬川と多
布施川を分派させる歴史的遺構群である。

■防災や歴史の学習の場として整備された「さが水ものがたり館」は、
開館から８ヶ月で来館者数が２万人を突破するなど多くの人が訪れて
いる。

なりどみひょうごしげやす
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嘉瀬川ダム流水の正常な機能を維持するため必要な流量の設定

池森地点
通年 概ね2.5m3/s

対象となる河川管理施設は存在しないことから、必要流量は設定しない⑧河川管理施設の保護

感潮区間は、嘉瀬川大堰までであり取水施設はその上流に存在していることや、
過去、河川取水に関する塩害の実績もないことから、必要流量は設定しない

⑥塩害の防止

既往渇水時において、河川水の低下に起因した地下水障害は発生していないこ
とから必要流量は設定しない

⑨地下水位の維持

過去に河口閉塞は発生していない

また、感潮区間は「ガタ土」が堆積する区間で、排水樋管の操作に支障を来すこと
も考えられるが、本川流量より樋管からの排水に影響されることから、必要流量
は設定しない

⑦河口閉塞の防止

動植物の生息地または生育地の状況からの必要流量に準じた値を設定⑤漁業

感潮区間において漁船等による利用は潮位により維持され、堰湛水区間におけ
るカヌー等による利用は各堰の湛水で維持され、イベント時に限られていることか
ら、必要流量は設定しない

④舟運

環境基準（BOD75%値）の2倍値を満足するために必要な流量を設定③流水の清潔の保持

低水路が矩形に近い形状であることや、川幅に対して低水路の幅が狭いなど、河
川水量の増減による景観的な変化が少ない

また、水面に対して高水敷が高いことから、視点場が極めて限られていることから、
必要流量は設定しない

②景観

アユ、ウグイ、ニゴイの産卵及びニゴイの移動に必要な流量を設定①動植物の生息地または生
育地の状況

決 定 根 拠 等検討項目

嘉瀬川水系

③流水の清潔の保持【池森】 必要流量0.92m3/s
・将来の流出負荷量を想定し、渇水時において環境基準の２倍を満足す

る流量を設定

検討項目

補助地点
（官人橋）

基準地点は、以下の点を勘案し「池森地点」とする。

①川上頭首工による大規模取水や多布施川への分派がなされており、取水及び分派後の
流量を把握する必要があること

②維持流量を決定している魚類の産卵場等に近い位置にあること
③順流区間で観測データの蓄積があること

11k750地点

正常流量の縦断図

＝

【正常流量の設定】 生物種や生物の期別状況等を勘案して多数のケースで検討した結果、
最も厳しいものが以下のとおり。

①動植物の生息地・生育地の状況 【ゴルフ場下流の瀬】
（⑤漁業）

必要流量2.42～2.48m3/s

・アユ、ウグイ、ニゴイの産卵に必要な水深30cm及びニゴイの移動に必要な
水深20cmを確保できる流量を設定

平均水深 30cm時(産卵)

平均水深 20cm時(移動)

0 5 10 15 20
8

9

10

11

12

距離（m）

標高（m）

11k750

② 景観

・低水路が矩形に近い形状で、また川幅
に対して低水路が狭いことから、水量の
増減による景観的な変化が少ない

・水面に対して高水敷が高いことから、
視点場が限られている

景観からの必要流量は設定しない

13k400
川幅 約280m

低水路幅 約50m

約 6m

13k400

・池森地点の正常流量は、下記の必要流量から算出している

正常流量（2.5m3/s） 維持流量（2.5m3/s）

基準地点：池森
正常流量

概ね 2.5m3/s

動植物の生息地又
は生育地の状況

流水の清潔の保持

維持流量

正常流量

凡例

◎

流量　（m3/s）

嘉瀬川正常流量　水収支縦断図　かんがい期（6月1日～10月10日）

Ａ区間 Ｂ区間 Ｃ区間 Ｄ区間 Ｅ区間

感潮区間 嘉瀬川大堰湛水区間 佐賀導水流入後 石井樋

分派後
川上頭首工取水後

河口から

の距離

5km 10km 15km
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基準地点

補助地点

動植物

景観

流量清潔

凡例

流水の清潔
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総合的な土砂管理

総合的な土砂管理に向けた取り組み

■平成１４年度に学識経験者による「有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会」
を設置

【目的】：有明海に流入する河川上流域からの土砂供給、有明海からのガタ土の供給
等の実態を把握し、河口域の土砂動態を明らかにする

嘉瀬川水系

①現状の土砂移動状況（量・質）の調査
②流域の土砂収支の把握
③将来の土砂環境の予測
④対策の検討・実施（下流への土砂供給方法も含めて）

委員会の
検討事項

【調査例】（平成１６年度～）

土砂移動の状況

河床変動高の経年変化

平成１０年頃までは、堰の流失や砂利採取等の影響で河床低下傾向であるが、
現在では河床回復傾向

土砂
トレンチで

土砂を捕捉

大井手堰の基礎部
流失に伴う河床低下

嘉瀬川大堰
(H3設置)

大井手堰
上部流失(S38)
基礎部流失(H2-H5)

嘉瀬川大堰の建設

砂利採取

砂利採取

（河口） （上流）

（河口） （上流）

（河口） （上流）

トレンチ調査（トレンチ調査（12k80012k800））

土砂収支の現状

※有明海ガタ土と河口に関する調査検討委員会資料（推算値）

嘉瀬川から有明海に
流れ出る土砂量につ
いては近年減少

現状と課題

流域から生産される土砂量

有明海に流れ出る土砂量

31,500㎥

23,400㎥

2,200㎥

12

「掃流砂観測」と「定期測量」を組み合わせて、
河床変動予測計算の精度向上を図り、海への
供給量を把握する

海域への土砂供給量の減少
（31.5千m3→2.2千m3）

嘉瀬川流域における総合的な土砂管理

青文字 昭和58年～平成2年の値

赤文字 平成10年～平成15年の値

支川流入土砂量

河道外搬出土砂量

通過土砂量

河道変動量

嘉瀬川上流

北山ダム

官人橋

河川改修に伴う掘削土量 12.9千m3 １千m3

砂利採取量9.7千m3 0千m3

12.0千m3 11.0千m3

31.5千m3 2.2千m3

36.7千m3 41.0千m3

嘉瀬川大堰

ダム堆砂
15.2千m3 17.0千m3

砂利採取量3.5千m3 4.0千m3

堰堤浚渫量1.9千m3 4.4千m3

河道変動量
－37.7千m3 12.8千m3

祗園川流域
4.4千m3 5.0千m3

砂防治山施設堆砂量
4.1千m3 4.6千m3

近年、海域への土砂供給量が減少

7千m3 7.9千m3祗園川上流

砂防治山施設堆砂量
2.6千m3 2.9千m3

砂利採取の中止により河床が回復傾向

有明海


